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「価値観」と「優先順位」 

昨日までに成してきた私達の数々の決断によって、今の私達が

あります。このことは私達の日々の決断がどんなに大切なのかと

いうことを意味します。そして、その決断に大きな影響を与えるの

は私達の「価値観」であり、そこから導かれる私達の「優先順位」です。 

 

■『その頃、イスラエルには王がなかったので、各々自分の目に

正しいとみるところを行った』（士師記２１：２５） 

 

はたして私達はどんな価値観をもっているのでしょうか。最近、読

んだ本に１９８０年以降、私達の間から「価値観」は失われ、それ

は「価値感」にとって代わってしまったと書かれていました。価値

感とはすなわち、自分がその時、感じていること、強いて言えば、

好きか嫌いかで主観的に物事を見るということです。この価値感

は朝と夕で異なり、確固たるものがそこにはなく、私達の感情と共

に常に揺れ動きます。 

 

価値感が常に揺れ動くように、そこから導かれる優先順位にも一

貫性はありません。感情に任せて、場当たり的に決められた順位

から導かれる決断が行きつく先はまさしくギャンブルのようなものです。 

 

■『まず神の国と神の義とを求めなさい。そうすれば、これらのも

のは、すべて添えて与えられるであろう』（マタイ６：３３） 

 

私達がもつべき「価値観」は聖書の言葉に価値を置き、その言葉

に従い、世界を観る生き方です。この視点をもって私達は価値あ

る本物を見出すのです。それは確固たるもので、全てを見通して

おられる神が大切にすべきものとして私達に教え示してくださっ

ているものです。 

 

聖書の言葉から得られる価値観は私達に確かなる優先順位を示

します。このことは明確に聖書に記されているので私達は何かを

決断しなければならない時に、私達の感情ではなく、聖書の言葉

に照らし合わせてイエスはイエス、ノーはノーと言いうる者になり

ます。そして、そこから導き出される決断こそが私達にとって最善

の決断となります（それは人知を超えた神の知恵によってなされ

たのですから）。 

 

今の世の中を眺める時に、何に本当の価値を見出すのか、何を

優先に生きていくのかということが失われているように思えます。

もし夫婦が共通の聖書的価値観を持っているとしたら、その家庭

の土台は強固なものとされ、反対に自分達の好みによってこの世

界を観ていくのなら、互いの感情に衝突が生まれ、その土台には

亀裂が入ってしまうでしょう。家庭の中で決断しなければならない

事柄について、この価値観と優先順位がどんなにたくさんの知恵

と祝福を私達に与えてくれるのか、それはあまりにも大きくて言い

尽くすこができません。 

 

 

■１２月２７日－１月１日まで「Freedom：イエスにある自由を

生きる」というテーマでイクイッパーカンファランスがもたれ

私達の教会から三名のユースが参加し、恵まれて帰ってき

ました。 

■１２月３１日には一年最後の礼拝を捧げ、うどんとそばを

楽しみました。前日、そして当日もこのためにご奉仕してく

ださった皆さん、ありがとうございました！一同、身も心も満

たされ、主と共に２０１７年を締めくくることができました。  

１月３日、辻本清臣先生の奥様、美枝子姉が天に召されま

した。辻本先生、ご家族の上に天来の平安とお慰めをお祈

りください。２月１０日（土）、午前１０時よりロサンゼルス教会

にてメモリアルサービスが執り行われます。 

■１月９日にバーンズ真佐子姉が天に召されました。ご家

族、ご友人の上に平安とお慰めがありますようにお祈りくだ

さい。なおバーンズ姉の思い出を語る会を３月２日（金）、

午後一時より当教会で予定しています。 

■１月１２日から１５日までユースのウインタービジョンがも

たれ私達の教会から六名のユースが参加しました。ドライ

バー兼、付き添いとして同伴してくださった山口師、慶太兄

ありがとうございました！ 

■１月１３日にオレンジ郡教会にて錦織学師を講師として

新年聖会がもたれ、私達の教会からは３１名の兄弟姉妹が

参加しました。全ての聖会メッセージは教会のウエブサイト

で聴くことができます。 

■１月２２日（月）-２５日（木）まで北カリフォルニアで牧師 

リトリートがもたれます。このためにその週の水曜集会、木

曜集会はおやすみです。 

■昨年は断念しました「はまぐり狩り」を天気とビーチの水

質を注視しながら予定しています。お楽しみに！ 

■２０１８年の夏期修養会のテーマは「プライド：勝ち得て余

りある生涯」、主題聖句はローマ８章３７節となりました。日

本から KGK（キリスト者学生会）の総主事である大嶋重徳

師、また当教会の大倉信牧師が講師として立てられていま

す。日程は７月３日（火）から６日（金）です。参加者数にもよ

りますが今年もチャーターバスを借りる予定です。今から予

定に入れ、奮って参加しましょう！ 

■教会ではセキュリティーチームが日英の礼拝中に教会

の内外をパトロールしています。教会のセキュリティーにつ

いてお気づきの点がありましたらお知らせください。また地

域社会で起きている様々な事件を考慮し、教会では建物

の出入り口にセキュリティーカメラを設置しました。これらが

少しでも防犯につながることを願っています。 

■毎週の礼拝メッセージをポッドキャストでいつでも、どこでも聴け

るにようになり、多くの方達に利用していただいています 

https://www.sdjcc.net/の日本語サイトをごらんください。 

■病床にある方々、術後の回復や治療のただ中にある

方々の上に天来の癒しと回復の力が日毎に与えられます

ようにお祈りください。 


